










要約 昨年、一昨年と家族内性愛(Incest)の実態を調査したが、今年度は母子 In ㏄ st 誘引

の一つになっていた親子の共同入浴状況を知るため、600 名の高校生を対象にアンケート

調査を行った。 

その結果、 

1)男子生徒の 50%が母親と入浴するのは 5.6 才まで、父親とは 6.6 才までであった。 

50%以上の男子が精通を経験する 12.3才では、母と入浴する子は 1.6%、父と入浴する子は

3.0%であった。 

2)女子生徒の 50%が母親と入浴するのは 9.1 才まで、父親とは 6.6.才まであった。 

50%以上の女子が初経を経験する 11.8 才では、母と入浴する子は 16.3%、父と入浴する子

は 1.3%であった。 

3)精通、初経の累積経験率から見ると、男子は女子より早く両親から離れて入裕していた。 

4)一方 12 才以上の男子で母親と入浴している者が 10 人、11 才以上の女子で父親と入浴す

る者が 8人いた。 

思春期における無邪気な親子の密着(Forwerd の第一タイプ)は、何らかの誘引を契機に

Incest に進展する可能性がないとは言えない。今後さらにこのような業態と事例の情報を

集積する必要があると思われた。 


